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あと３週間ほどで冬休み！クリスマスにお正月、楽しいことがもりだくさんです。しかし、食べ過ぎ、運動不足、

夜更かし…体にはとても大きな負担！免疫力が弱っているところを狙っているのが、インフルエンザやノロウイル

スです。毎年１月にはインフルエンザが猛威をふるいます。健康管理はしっかりと忘れず行うようご指導お願い

いたします。 

 

 

 １１月２５日には、県南少年サポートセンターのスクールサポーターの方に薬物乱用防止教室を、１２月２日

には、学校薬剤師の豊山先生にくすり教育を行っていただきました（３年生対象）。どちらも“くすり”の話ですが、

中身は大きく異なります。薬物乱用防止教室では、違法薬物である“大麻・麻薬・覚せい剤・ＭＤＭＡ”などにつ

いて学びました。最近は芸能界でも逮捕者が出るなど、世間の大きな話題となりましたが、県内でも中高生が

大麻所持で逮捕されている事案もあり、遠い世界の話ではないということを学びました。 

一方“くすり教育”は、セルフメディケーションから医薬品についての話を聞きました。くすりが

どのようにして体の中で働くのか、主作用・副作用の話、くすりを選ぶときには薬剤師や、登録

販売員など専門の方に話を聞いてから買うようにするなど、くすりについての基礎知識を学ぶこと

ができました。 

セルフメディケーションとは？ 

「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」とＷＨＯは定義しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

ら、胃にやさしいものをゆっくり食べれば大 

 

×今まで 

少しの体調不良は我慢し、どうにもなら

なくなってから病院へ。 

○セルフメディケーション 

予防をしっかり行い、少しでも具合が悪

くなったら、薬を購入し対処する。 



突然ですがクイズです！ 

新しい薬を作るのにかかるお金はいくら？ 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザの恐ろしい時期になりましたが･･･ 

 

 

 例年より早い流行が予測されているインフルエンザ。いつ流行してもおかしくありません。しかし、そんな時期に

家にある薬を使用していませんか？セルフメディケーションはとても大切ですが、勝手に判断して使用すること

は危険を伴います。 

 

 

 

 

と確

認されています。ほとんどの市販の解熱鎮痛剤は、インフルエンザで使うと危険であり、どうしても必要な場合は、アセトアミ

ノフェン（市販名：カロナールなど）が使用されます。命を危険にさらさないよう、インフルエンザが疑われる高熱が出た

ら、医療機関で相談し、対策を取るのが適切です。 

① １千万  ②１億  ③１００億 

答えは･･･③１００億です。 

新しい薬を作るのに数十億から数百億円かかる、といわれていま

す。ひとつの薬を作るのに１０～２０年の歳月とそれだけの費用が

かかるのです。 

アスピリンを含むもの（市販名：バファリン等） 

メフェナム酸を含むもの（市販名：ポンタール等） 

非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）」という分類の解熱鎮痛剤 


